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今回は今年から新しく就航したオデッシー1とブナケン側のキマバジョ、レンベ側のカサワリとたっぷり３箇所をまわったレポートです。 

 

11 月 2 日 

久しぶりのメナドに出発です。成田空港の第１ターミナルは南ウィングが完成してから初めて 

でしたが、チェックインの前に荷物をエックス線に通すところがなくなっており手間と時間が省 

かれているせいか、かなりスムーズにチェックインできました。もちろん出国審査も大して並ばずに

終了でゲートで出発をまちます。19：10 定刻通りＳＱ０１１にて一路シンガポールへ。シンガポー

ルにも定刻通り 01：20 に到着。眠い目をこすりながらホテルに向かう手続き（別紙参照）を行いホ

テルに到着したのは 02：45 でした。チェックインしてシャワーを浴びると３時過ぎ。評判どおりのハードな乗継でした。 

  

11 月 3 日 

 07：20 に到着した時と同様のシャトルバスにて空港へ。チェックインは成田で済んでいるので搭乗券を持ってそのまま中に入ります。08：30 

には空港内に到着なのでゆっくり朝食を取れます。シンガポール航空とシルクエアの共同運航便にてメナドへ向かうのですが、ゲートの案内表示 

はシルクエアの便名でしか表示されない事があるので注意が必要です。日本人はほとんどおらず、ヨーロッパ（イタリア、スペインなど）からの 

お客様で満席でした。機内では何故か「銀ちゃんの仮装大賞」のダイジェスト版が流されており、外国人にはバカウケでした・・・ 

 １４時過ぎにようやくメナドへ到着。ビザ取得のための１０ドルを握り締め窓口に並ぶ事 30～40 分。ようやく支払いを終え荷物を受取り入国へ。 

空港を出たところでオデッシーのスタッフとクルーズ乗船のお客様５名と合流。自己紹介だけ済ませ 

ブリーフィングもそこそこに、今度は車でビトゥン港を目指します。車に揺られる事８０分、16：30 

過ぎにようやく到着。が、歓迎のスコールで迎えられ港で一休みです。 

オデッシー１号に乗船すると簡単な説明を受けてから１本目の準備です。エントリーできたのは 

17：30 過ぎていたので、あたりはすっかり日も落ちていきなりナイトダイビングからのスタートに 

なりました。透明度はあまり良くありませんでしたが、今回のお客様は皆様スキルのある方が多かった 

ので問題ありませんでした。１本目からいきなりピグミーシーホースを見る事ができ、２本目では 

（新艇：オデッシー１）     バンガイガーディナルフィッシュをたっぷりデジカメに収めることができ、初日からレンベの海の 

ポテンシャルの高さを感じさせられました。（バンガイガーディナルフィッシュはかなりレアなものらしい・・・） 

 

 11 月 4 日 

 今日は朝からフルでダイビング。昨晩はレンベに停泊していて揺れもなかったので、移動の疲れもあ

り皆さん朝までぐっすりお休み頂けました。トーストとコーヒーの軽い食事を済ませ 07：30 から１本

目。レーシースコーピオンフィッシュ（日本名だとボロカサゴ？）やニシキフウライウオ、ハナシャコ

やエビなど面白いダイビングで始まりました。船に戻ってくると暖かい朝食が待っていました。 

 

                                                    （クルーズの朝食） 



2 本目はお客様からのリクエストでヘアリーフロッグフィッシュ（イザリウオに毛が生えたような魚）を狙ってレンベ最後のダイビングへ。 

10 時過ぎにエントリー。ガイドさん見事に見つけました！！これまた珍しい魚みたいです。どれくらいの価値があるのかはよく分かりませんが 

確かに初めて見る魚でした。エキジットしてからランチの時間を利用してバンガの方へ移動です。天気も海況もよく、途中でイルカがジャンプ 

してくれました。（他の皆はシャワー中で誰も見ていませんが、、、）3本目、4本目はバンガ島周辺のポイントで 2本。レンベよりは少し透明度が 

良くなったが、大潮周りのせいか 10～15ｍくらいまでしか上がりませんでした。それでもオオモンイザリウオ、何種類かのヨウジウオ、カサゴ 

の仲間達、タツノオトシゴなど色々見せてもらったが、多すぎて正直憶えきれません。オデッシーダイバーズでは基本的に現地スタッフがガイド 

をして、日本人スタッフがアシストでつくようになりますが、ガイドたちのスキルは高いです。よくそんなのというくらい小さい魚、エビ、カニ 

を見つけ虫メガネを差し出して見せてくれます。 

    （オデッシー1 客室内）            （オデッシー1 客室内）          （客室内シャワー・トイレ） 

 この日のディナーは無人島でのバーベキューです。クルーズが催行された時には毎回 1度は無人島に上陸してバーベキューを行なっているそ 

うです。取れたてのシーフードをココナッツの皮で焼くので匂いも良く、気持ちの良い白砂のビーチで、気持ちよく酔っ払いました。。。 

 

 11 月 5 日 

この日は早朝の 4時頃から、ブナケンへ向けて移動開始。船の幅があるからかそれほど揺れも感じることなく移動し、６時過ぎには到着。 

今日もトースト＆コーヒーの軽めの朝食を取ってから８時にエントリー。前日までとは違ってメナドの海の代名詞である豪快なドロップオフで 

４本のダイビングをと思いましたが、やはり潮周りの関係であまり透明度が上がらなかったので、最後の１本はスラウェシの島側の方に急遽 

変更。それでもツバメウオやギンガメの群れや１.5ｍくらいの大きなアオウミガメ、様々なハナダイや、クマザサの群れ、安全停止中に見る事 

ができる元気なサンゴと見所いっぱいの４本でした。 

             

 

 

 

 

 

 

 （ビール以外はフリー）            （心地よいサンデッキ）            （広々としたサロン） 

 オデッシー１号は全体的に大きめに作られており、ダイバーにとっては使いやすい船でした。今回は定員の半分しか乗船しなかった事もあり、 

余計に感じたのかもしれませんが、とてもゆったりと過ごす事ができました。客室内ではスーツケースを広げるまではいきませんが、二人で使って 

も圧迫感などはもたれないと思います。シャワーの勢いも良く、ダイビング後に同時に使っても止まらずに熱いシャワーを浴びる事ができました。 

カメラ用のデジタルルームもあり、画像の処理や充電も問題なく行なえますので、カメラ派が多いメナドならではの特徴でした。 

 

 

 

 

 



11 月 6 日  

 船で朝食を取った後、次のお客様の準備があるため、１０時に下船して目の前のキマバジョへ移動です。クルーズに乗船したお客様はリゾート 

の中のプールやスパでゆっくりしてもらう間に、ハウスリーフでダイビングへ。今回はビーチエントリーのポイントではなくボートで２～３分の 

ポイントへ。水深が２０mくらいの砂地にいくつか根があるポイントですが、以外と魚の種類も多くカメラ派ダイバーには嬉しいポイントでした。 

 キマバジョリゾート＆スパ（以下キマ）は丘の斜面にありヴィラ２０ＲＯＯＭ（内グランドヴィラ 1ＲＯＯＭ）、ロングハウス（１２ＲＯＯＭ）、 

コテージ（メゾネットタイプ４ＲＯＯＭ／フラットタイプ８ＲＯＯＭ）の３タイプに分かれています。ヴィラとロングハウスの室内はほぼ同じ 

ですが、ヴィラの方には屋外のバスタブとベランダが付いてますので雰囲気は全然違います。（もちろんヴィラがお勧めです） 

 レストランは２３時まで営業しておりパスタやハンバーガーからインドネシア料理まで揃っています。１品６５．０００ルピアくらいから 

ありますので、夕食は日本円で￥１．５００～２．０００－でお腹いっぱいです。リゾートなので特別安くありませんが、海の見える雰囲気の 

良いレストランで美味しく食べる事ができます。お酒の種類も豊富なのでダイビング後に食事をしながらゆっくり話をするには最適です。 

 

 

 

 

 

 

    （ヴィラ外観）               （ヴィラ室内）          （レストランから見える海・夕焼けがきれい） 

ヴィラは上記の写真のような１棟独立型のコテージになり、一部はお部屋から海が見えます。予約時の状況で空きがあればリクエストできます。 

ロングハウスは１棟に６部屋ありコネクティングのお部屋もありますが、少し山側にありますのでオーシャンビューではありません。現在はあり 

ませんが、来年にはロングハウスにもテレビを入れる予定なのでデジカメをつないで見る事ができるようになります。 

 

 

 

 

 

 

  （メゾネットタイプ）            （メゾネットの上のベット）        （フラットタイプ） 

スタンダードなコテージタイプはちょっとグレードが落ちますが、とにかくダイビングという方でしたら全く問題ありません。メゾネットの上の 

方にもエアコンが付いているので暑さも対策も大丈夫です。ロングハウス同様バスタブはありませんが、シャワー･トイレは室内に完備されていて 

ミニバーやセーフティボックスなどの設備は各カテゴリー同じです。 

 

スパはお勧めです。何種類かのアロマから好きなものを選んで、マッサージを受けるのですが、 

女性はもちろん男性にもお勧めできます。ダイビングが終わって軽くビールでも飲んで食事をして 

から１時間のコースでも受ければ熟睡できる事間違いなしです。（ちなみに川名はマッサージ中に 

熟睡してました） 

 

その他にもライブラリーや３０名ほど収容できる会議室、来年にはギフトショップも 

できあがりリゾート内で何でも出来るようになります。ちなみに街までは車で４０～５０分ほど。 

行く場合にはタクシーを呼んでもらい何時間かチャーターします。（１時間５００００ルピア位） 

 

                                                  （豊富なレンタル器材） 



 11 月 7 日 

 朝食でインドネシア風のお粥（あっさりして美味しいです）を食べて、荷物をまとめてレンベ・カサワリリゾートへ移動です。 

キマからビトゥンの港までは車で約９０分。 

ここでちょっと道路事情です。今回は車での移動が結構ありましたが、基本的に道は全て舗装されており、さほど苦にならない道路でした。 

場所によっては一部でこぼこの所もありましたが、これはわざとアスファルトの中に砂を入れたり、柔いままにして雨が降ると崩れるように 

して、費用を行政からとる人たちがいるそうです。どこの国にもいるんですね、こういう人たち。。。。。 

 ビトゥンの港からボートで約２０分。レンベ海峡のスラウェシの本島側にある小さなリゾート・カサワリに到着です。到着後、早速ダイビングへ。 

ランチをはさんで２本です。ポイントまではボートですぐでした。ジャヒールというレンベの中でも有名なポイントはカサワリのハウスリーフと 

いう事で契約しているそうでポイントまで２～３分。どこのポイントでも１０～１５分でほとんどカバーされるので１本ずつリゾートに戻ってくる 

スタイルです。今回はスタッフだけで水深もそれほど深くないので１本目は７０分以上というロングダイブ。ヘアリーフロッグフィッシュのペア 

をじっくり観察したり、見た事のないエビ・カニ（とてもマクロ）がいたり、期待したミミックオクトパスは見る事ができませんでしたが、十分 

にレンベの良さを堪能できました。 

 カサワリはスタンダードのヴィラタイプが 

８ＲＯＯＭ、デラックスのカサワリヴィラが 

２ＲＯＯＭの合計１０部屋しかない小さなリ 

ゾートです。お部屋の設備自体は大きく変り 

ませんが、カサワリヴィラの方がお部屋・バス 

ルームともに一回り大きくなり、海側にたって 

います。通常のヴィラの方も広さは十分にあり       （カサワリリゾート）             （ヴィラタイプ） 

ますので、トリプル利用でもそれほど狭くは感じないとは思います。エアコンや冷蔵庫、セーフティボックスなど基本的な設備は全て整っている 

ので、お部屋はシンプルですが快適に過ごす事はできます。 

レストランは１つしかないので、朝昼夕ともに同じ所 

でとります。基本的にはツアーでは全食事付きなので 

メニューの中から選ぶようになります。１２名以上の 

お客様が滞在している時にはビュッフェスタイルにな

るそうです。お昼はダイビングに行く前にオーダーを 

とり、終了後に暖かい食事を出してくれる嬉しいサービ                    

（景色の良いレストラン）    スも行なってくれています。                 （カサワリヴィラ） 

食事はこのリゾートのオーナーがタイの王族関係の方なので、ピリ辛のタイ料理やパスタ、カレー、サンドウィッチなどもあり滞在中に飽きる事は 

ないと思います。レストラン横には小さいながらバーもあります。 

 併設されているダイビングサービスはとにかくカメラ派ダイバーを考えて作られたつくりでした。器材の洗い場にはカメラ専用の水槽が多くあり、 

リゾートが満室になっても一人一人専用のカメラ置き場が確保できるカメラルームがありました。ただ、カメラ派だけではなく一般のダイバーにも 

エキジット直後に暖かいタオルを渡したり、ボートでの移動が短くてもドライスペースを作ったり細かな気遣いをしてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

    （カメラの洗い場）                （カメラルーム）                （使用ボート） 



 11 月 8 日 

 最終日。チェックアウトを済ませ車で空港まで約９０分。 

今回は雨季に入りつつある時期でしたが天候にも恵まれ、良いコンディションで一通りまわれました。メナドは夏場というイメージが定着してい 

ますが、現地スタッフの話ですと毎年それほど荒れる事もなくダイビングも楽しめるとの事でした。特に今年からは冬場に良いレンベもスタート 

しましたので年間を通してお勧めできる方面のひとつになりました。また、数年前にメナドに来た時も感じたのですが、メナドの人たちは本当に 

すれていないというか、ダイビングのスタッフもホテルのスタッフも素朴な感じだけど一生懸命にゲストを喜ばせようとしている姿が印象に残り 

ました。日本人スタッフがいるのはもちろん安心ですが、現地スタッフとの交流を楽しめるのもメナドへの旅行の楽しみの一つになるような気に 

させられた１週間でした。                                        ＷＴＰ 川名直宏 

  

最後にシンガポールでの乗り継ぎのご案内です。皆様のご参考に。 

＊シンガポールストップホリディ利用 

 ① シンガポール空港到着後、「Ａｒｒｉｖａｌ」の矢印の方向に進み、イミグレーションで入国審査を受ける。 

 

 

⇒                     ⇒ ⇒                            

 

 

 

② 審査終了後、入国したら「Ｔａｘｉ」の矢印（左の方へ）少し歩くとマクドナルドがあります。 

 

⇒                    ⇒ ⇒ 

 

 

 

 

③ その先にストップオーバーホリディのカウンターがあるのでバウチャーを見せます。     （↑こんなシールをもらいます） 

④ カウンター前の椅子で待つこと１５分ほど。  ⑤ ↓こんなバスが迎えにきます。（ホテル名を呼ばれます） 

 

 

  ⇒      

 

 

 

各ホテルのお客様の人数などによって時間は多少変ってくると思いますが、ホテルの部屋に入るまで１時間から１時間半くらいはかかってしまいます。 

カウンターでは上記のシールの他に帰りのホテルから空港までのシャトルバスのチケットも渡され、そこに迎えの時間が書いてあるので、必ず確認 

して下さい。少しでも早くホテルに入りたい方はタクシーをお勧めです。シンガポールドルで４０ドルくらいです。空港から街中までは２０～３０分。 

帰りは深夜料金がかからないので２０～２５ドルくらいです。 

＊プレミアムラウンジ利用の場合 

写真撮影禁止の為、詳細はhttp://www.plaza-ppl.com/で。ソフトドリンクとサラダバー、サンドウィッチはフリーです。シャワールームもあり 

タオルの貸し出しも無料です。ソファーは１人掛けなので横になって休む事はできませんが、あまり混んでなければ椅子を動かして足を延ばす事は 

できそうです。オプションでマッサージや仮眠室もついています。 



 

 *トランジットホテル 

シンガポール空港内にあるトランジットホテルは予約時にカード決済が必要になるのでお客様ご自身でインターネット上で手配して頂く様に 

なります。お部屋はスタンダードルームとバジェットルームの２タイプに分かれており、６時間から予約可能です。スタンダードルームには 

お部屋の中にシャワー・トイレが付いており、シングルがシンガポールドルで５７．７５ドル～になります。バジェットルームはシャワー・ 

トイレが共同でシングルルームのみで４０．４５ドルになります。清潔感もあり楽に過ごせそうですが、予約が少しいい加減なので注意が必要 

です。バウチャーが出ていても予約が入っていなかったり、違うターミナルの部屋を取られていたりする事があるようです。 

           ↓ スタンダードルーム                     ↓バジェットルーム 

 

 

 

 


